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新年のあいさつ
寺田太

望

魚津市友道

中部印刷株式会社
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昭
和
三
十
六
年
の
初
春
を
迎
え
ま
し
み
や
か
に
処
理
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う

た
こ
と
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
も
の
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
二
十
ニ

す

。

米

幹

線

道

路

の

完

成

、

総

合

グ

ラ

ン

ド

年
末
の
せ
わ
し
い
気
持
も
年
が
改
ま
の
建
設
、
工
業
高
校
の
誘
致
実
現
、
両

り
ま
す
と
、
お
の
ず
か
ら
清
々
し
い
気

中

学

校
の
増
改
築
、
魚
津
、

黒
部
両
市

持
に
な

っ
て
何
と
は
な
し
に
た
の
し
く
を
中
心
と
す
る
旧
下
新
川
郡
市
町
一
丸

感
じ
ま
す
。
昭
和
三
十
五
年
の
市
政
を

と
す
る
衛
生
処
理
施
設
の
建
設
、
地
元

回
顧
し
ま
す
と
、
財
政
的
に
は
再
建
整
既
設
企
業
会
社
の
伸
張
育
成
対
策
、

片

備
準
用
団
体
と
し
て
真
に
窮
屈
な
状
況

貝
川
下
流
改
修
問
題
、
奥
地
開
発
問
題

に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
市
当
局
者
の
真

な
ど
重
要
な
問
題
が
山
積
み
し
て
お
り

し
な
努
力
と
市
民
の
ご
協
力
に
ょ
っ
ま
す
。
こ
れ
は
何
と
い
っ
て
も
市
政
担

L

当
者
が

市

t
r£
列
ヒ
之

A
L
4
包
立
本
ふ
ム
ド

i
v

一っと

』
£
っ
て

懸
案
の
問
題
を
処
理
釦
ら
札

ば
実
現

長

千

田

源

次

郎

が
至
難

で
あ
る
と
感
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
財
政
再
建
整
備
団
体
と
い
う

財
政
的
枠
内
に
お
い
て
の
事
業
で
あ
り

ま
ず
か
ら
、
こ
れ
が
実
現
に
は
容
易
な

ら
ざ
る
覚
悟
を
要
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
積
極
的
に
市
民
の
福
祉
増

進
を
は
か
る
こ
と
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
議

会
人
に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
責
務
と
考

え
微
力
な
が
ら
尽
す
所
存
で
あ
り
ま
ず

か
ら
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
ね
が
い
す
る
次
第
で
す
。

展の市葎魚くゆびの

人口のうごき

出生 61人

死亡 26人

婚姻 40件

離婚 3 件

士
口長市

議

て
、
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
角
度
か
ら

よ
も
山
の
事
業
を
な

し
と
げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
敬
意

と
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
市
民
の
皆
様
か
ら

見
ま
し
て
、

決
し
て
満
足
す
べ
き
も
の

で
な
か
っ
た
こ
と
と
思
い
、
わ
れ
わ
れ

議
会
人
の
努
力
の
足
ら
な
か
っ
た
こ
と

を
甚
だ
柵
悦
に
存
じ
ま
す
。

そ
こ
で
こ
と
し
こ
そ
は
心
を
新
た
に

し
て
、
懸
案
に
な
っ
て
い
る
問
題
を
す

追
加
更
正
予
算
ほ
か
審
議

泊

d
n
a
M圃

噛
醤
婦

定
例
市
議
会
は
、
去
る
二

関
田
凶
十
六
日
市
議
場
で
ひ
ら
き
、

聞

ロ

蹴

財
政
再
建
計
画
の
変
更
ほ
か

瑚
咽
調
十
三
件
を
審
議
し
可
決
し
ま

園
田
圃
鍋
凪

.，

開
瞳
院
制
し
た
c

勝

W
E四
ま

た

昭
和
三
十
四
年
度
一

個

個

般
会
計
、
特
別
会
計
の
決
算

認
定
の
件
な
ど
五
件
は
、
特

別
委
員
会
で

つ
ぎ
の
定
例
会
ま
で
継
続

審
議
す
る
こ
と
と
し
、
決
算
特
別
委
員

に
長
田
喜
三
右
エ
門
、
奥
村
順
平
、
河

崎
浅
之
助
、
宮
崎
直
三
、
細
川
繁
次
郎

大
島
信
夫
、
野
崎
栄
吉
の
各
議
員
を
選

び
ま
し
た
。

お
も
な
も
の
は
つ
ぎ
の
と
お
り
。

マ
:
・
一
般
会
計
追
加
更
正
予
算
額
四

百
四
十
万
四
千
六
百
円
は
、
お
も
に
給

与
改
訂
に
伴
う
費
用
で
、
こ
れ
に
よ

り
財
政
再
建
計
画
の
一
部
を
変
更
し
ま

し
た
。

ま
た
特
別
会
計
百
二
十
三
万
八
千
余

円
(
水
族
舘
、
上
水
道
、
国
民
健
康
保

険
)
が
追
加
更
正
さ
れ
ま
し
た
。

マ
:・
金
庫
事
務
取
扱
銀
行
の
指
定
に

つ
い
て
は
、
加
州
相
互
銀
行

ハ
真
成
寺

町
)
を
指
定
し
ま
し
た
の
で
、
市
税
な

ど
は
同
銀
行
の
窓
口
で
納
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

マ
:・
市
道
認
定
に
つ
い
て
は
、
北
鬼

江
・

釈
迦
堂
線
、
湯
上
・

慶
野
線
、
小

川
寺

・
天
神
山
線
、
石
垣

・
袋
線
な
ど

六
路
線
、
延
長
四
、
五

0
0メ
ー
ト
ル

が
市
道
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

助
役
・
収
入
役
の
選
任

ま山
し 沢さ
た貞ら
。治 に
氏助
の役
選清
任河
に七
つ良
い氏
て 、

同 収
意 入
し役

清

河

七

良

氏

四
五
才
、
北
山
七

O
ニ

昭
和
三
十

二
年
七
月
か

ら
収
入
役

山

沢

貞

治

氏

五
一
才
、
山
女
二
七
回

昭
和
三
十
二
年
七
月
か

ら
社
会
福
祉
事
務
所
長

年賀体新l1A 謹
市

1A 
委選 監教委 教 副議 市 収 助
員 挙 宋 育 員 育 . 議 入
長管且長 長 委 長長 議 役役長
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会土 務会会 農 雰 囲
代長業 員 定

長 区 理職長 委 長 資
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昭
和
三
十
六
年

ハ
西
紀
一
九
六
一
)
は
十
ご
支

(
え
と
)
で
は
辛
丑
(
か
の
と
う
し
)
と
称
し
、

暦
で
は
丑
年
(
う
し
)
と
よ
ん
で
い
る
。

一
体
牛
は
人
類
に
と
っ
て
、
'ど
の
よ
う
な
関
係

が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
本
に
は
今
か
ら
三
千

年
以
上
も
前
に
朝
鮮
か
ら
つ
れ
ら
れ
て
き
た
も
の

ら
し
く
、
平
安
時
代
に
は
貴
族
が
牛
車
に
の
り
、

一
般
人
で
も
牛
に
荷
車
を
引
か
せ
て
い
た
。
ま
た

若
い
人
類
が
初
期
の
歴
史
を
き
り
ひ
ら
く
上
に
、

牛
は
ど
れ
ほ
ど
大
き
な
役
割
を
果
し
た
か
は
想
像

も
で
き
な
い
く
ら
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
古
代
で
は

牛
を
こ
の
上
な
く
大
事
な
財
産
と
さ
れ
、
と
き
に

は
お
金
の
代
り
に
取
引
に
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
人
間
に
と
っ
て
は
、
古
く
か
ら
大

事
に
さ
れ
て
い
た
牛
の
年
を
迎
え
て、

我
々
は
牛

に
ど
の
よ
う
に
あ
や
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

牛
の
天
製
の
性
質
は
、
気
永
い
よ
う
に
み
え
て

内
突
至
っ

て
短
気
で
あ
れ
ば
、
些
細
な
こ
と
に
も

腹
を
た
て
や
す
く
、
物
事
は
テ
キ
ハ
が

と
は
か
ど

ら
ず
因
循
の
鰍
い
が
あ
れ
ど
も
、
性
来
忍
耐
力
に

宮
み
、辛
抱
強
く
、
一
端
こ
う
と
思
い
こ
ん
だ
こ
と

は
、
ど
こ
ま
で
も
押
し
と
お
す
性
格
が
あ
る
故
、

こ
の
牛
の
よ
い
性
格
に
あ
や
か
つ
て
、
魚
津
市
五

万
の
市
民
は
、
堅
固
な
土
台
の
上
に

一
歩
一
歩
辛

抱
強
く
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

つ
ぎ
に
，
」
の
丑
年
に
お
き
た
約
二
百
年
間
の
重

要
な
事
柄
を
例
記
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

(昭称開9月13日)
第 3種郵便物認可/

享

保

一

八

年

笑

う

し

一

七

三

三

萩
生
祖
来
「
度
量
考
」
を
版
行
し
た
。

こ
の
頃
米
価
が
非
常
に
暴
騰
し
た
。

延

享

二

年

乙

う

し

一

七

四

五

九
代
徳
川
家
重
将
軍
と
な
る
。

宝

麿

七

年

丁
う

し

一

七

五

七

杉
田
玄
白
西
洋
外
科
術
を
と
な
え
た

三
月
二
十
一
日
魚
郡
大
火
お
こ
る
。

類
焼
三
七
七
戸
に
お
よ
ぶ
。

明

和

六

年

己

う

し

一

七

六

九

社
藷
先
生
の
青
木
見
陽
放
し
た
。
こ

の
こ
ろ
高
岡
に
漆
器
の
業
が
お
こ
る

天

明

元

年

辛

う

し

一

七

八

一

大
槻
玄
沢
日
本
に
蘭
学
を
ひ
ろ
め
る

寛

政

五

年

笑

う

し

一

七

九

三

高
山
彦
九
郎
自
殺
し
た
。
石
黒
信
由

藩
命
に
よ
り
各
地
の
測
量
を
は
じ
め

写
J
一

た
。
こ
の
こ
ろ
本
郡
境
村
に
製
塩
を

-r〓
は
じ
め
る
者
が
で
き
た
。

一
文

化

二

年

乙

う

し

一

八

O
五

一

浮
世
絵
師
喜
多
川
歌
麿
放
し
た
。
富

一

山

の
民
家
の
軒
下
に
井
戸
を
堀
り
大

串
ヰ
一

火
に
そ
な
え
た
。

J

d
一
文
化
一
四
年

丁
う
し

一
八
一
七

一

英
船
始
め
て
浦
賀
に
き
た
。

一
文
政

一
二

年

己

う

し

一
八
二
九

'R一
幕
府
判
金
を
改
鋳
し
た
。
魚
津
町
民

4
H
一

奉
行
の
処
置
を
い
き
ど
お
っ
て
さ
わ

一

ぐ
。
浜
屋
彦
助
、
猟
師
市
右
エ
門
、

一

吉
見
屋
幸
助
、
そ
の
た
め
住
吉
高
札

一

場
に
お
い
て
呆
首
に
な
る
。

一了一

天
保
二
一
年
辛
う
し
一
八
四
一

れ
一

渡
辺
華
山
自
刃
し
た
。
画
人
谷
文
目指

ヌ
ブ
一

残
し
た
。
伏
木
に
防
波
堤
を
つ
く
る

目
一

こ
の
こ
ろ
種
痘
が
流
行
し
て
死
者
が

1
一

多
く
で
た
。

月
一

嘉

永

六

年

笑

う

し

一

八

五

三

1
一

米
使
ペ
リ

1
浦
賀
に
き
た
。

斉
藤
弥

宇

一

九
郎
が
江
戸
川
太
郎
左
工
門
を
助
け

ふ
一

て
品
川
台
場
を
つ
く
る
。

3
一
慶
応

元
年

乙
う
し
一
八
六
五

和
一

留
学
生
を
英
国
に
お
く
る
。
町
奉
行

自
一

小
川
渡
在
伊
中
、

角
川
尻
に
燈
台
を

f
一

新
築
し
、
こ
れ
を
万
燈
台
と
称
し
た
。

一

そ
し
て
魚
津
の
油
商
に
命
じ
て
一

年

分
一

中
燈
火
を
消
え
な
い
よ
う
に
し
航
海

ド
一

の
便
を
は
か
り
、
海
難
の
供
養
と
し

7
1
一

こ
o

-EE-

41ド

第
一

明
治
一

O
年

丁

う

し

一

八

七

七

(

西
南
の
役
お
こ
る
。
日
本
は
万
国
郵

便
連
盟
条
約
に
加
盟
。
佐
野
常
民
博

報広

愛
社
を
創
始
(
日
本
赤
十
字
社
の
始

・め
)
。

わ
が
国
始
め
て
電
話
を
米
国
か
ら
輸

入
し
て
試
設
し
た
。
男
の
磁
を
断
撃

し
た
。
新
川
木
綿
の
全
擁
時
代
。

区
裁
判
所
を
魚
津
町
に
置
く
(
真
成

寺
町
紹
陽
院
内
)
。
魚
津
瞥
察
署
を

神
明
社
内
に
置
く
。
本
郡
に
始
め
て

人
力
車
を
み
る
。

明
治
一一
一
一
年
己
う
し
一
八
八
九

宮
城
が
竣
功
し
た
。
帝
国
憲
法
の
発

布
。
東
京
|
京
都
聞
の
鉄
道
開
通
。

市
町
村
制
実
施
の
た
め
木
県
は
二
市

三
一
町
一
一
一
一
八
村
と
な
る
。
戸
長
寺

崎
与
一
郎
魚
津
初
代
町
長
に
就
任
参

謀
総
長
有
栖
川
織
仁
親
王
寺
崎
与
一

郎
方
に
六
月
二
八
日
宿
泊
せ
ら
る
。

魚
津
町
役
場
は
元
新
川
県
庁
跡
に
移

る
。
県
収
税
出
張
所
を
魚
津
に
置
く

明
治
三
四
年

辛
う
し

一
九

O
一

四
月
皇
大
子
辿
宮
御
誕
生
。

県
庁
富
山
旧
城
祉
内
に
移
る
。
魚
津

三
日
市
間
乗
合
馬
車
開
通
。
三
日
市

に
郡
立
図
書
館
開
設
せ
ら
る
。
魚
津

尋
常
小
学
校
(
今
の
村
木
校
)
新
築

計
画
お
こ
る
。
東
宮
殿
下
御
慶
事
記

念
と
し
て
魚
津
図
書
館
設
立
さ
れ
る

魚
津
に
始
め
て
自
転
車
に
の
る
も
の

を
み
る
。

大

正

二

年

笑
う
し

一
九
一
一
一
一

富
山
鉄
道
株
式
会
社
創
立
。
国
鉄
北

陸
線
全
線
開
通
。
町
立
実
科
高
等
女

学
校
を
魚
津
尋
常
高
等
小
校
に
併
設

せ
ら
る
。
魚
津
尋
常
高
等
小
学
校
改

築
校
舎
落
成
。
三
府
八
県
連
合
共
進

会
第
二
会
場
と
し
て
魚
農
水
族
館
開

設
u

魚
津
少
年
赤
十
字
団
設
立
。
角

川
口
万
燈
台
を
今
の
地
に
移
転
す
る

九
代
町
長
佐
伯
有
台
。

大
正
一
四
年
乙
う
し

一
九
二
五

大
正
天
皇
御
成
婚
満
二
十
五
年
式
挙

行
。
普
通
選
挙
法
施
か
る
。
第
二
回

国
勢
調
査
施
行
、
日
本
人
口
五
九
、

七
三
六
、
八
一
一
一
一
人
、
県
人

口
七
四

九
、

二
四
五
人
。
三
五
聯
隊
富
山
に

移
る
。
十
二
代
町
長
西
国
源
次
郎
就

任
。
魚
津
尋
常
高
等
小
学
校
ピ
ア
ノ

披
露
を
す
る
。
公
設
質
屋
規
定
を
定

む
。
魚
種
税
務
署
本
舘
新
築
落
成
。

昭

和

二

一

年

丁

う

し

一

九

三

七

支
那
事
変
起
る
。
へ

レ
ン

ケ
ラ
女
史

日
本
に
く
る
。
魚
連
漁
港
竣
工
。
私

立
魚
津
保
育
関
創
設
。

昭

和

二

四

年

己

う

し

一

九

阿

九

法
隆
寺
金
堂
壁
画
焼
失
。
湯
川
秀
樹

博
士
ノ
ー

ベ
ル
賞
を
受
く
口
県
下
高

等
学
校
学
区
制
定
ま
る
。
富
山
大
学

開
設
。
猪
谷
釣
橋
落
下
事
件
の
た
め

激
官
ニ
九
名
殉
職
。
魚
雷
高
等
学
校

元
の
魚
津
中
学
校
跡
に
創
設
さ
る
。

魚
津
燈
台

(
角
川
口
〉
国
営
移
管
と

な
る
。
魚
殻
商
工
会
議
所
設
立
。

新
し
い
門
出
を
祝
う

一
月
十
五
日
は
成
人
の
目
。
満
二
十

才
に
達
し
た
人
を
祝
福
し
、
同
時
に
社

会
の
一
員
と
し
て
の
ま
た
日
本
国
民
と

し
て
の
誇
り
と
責
任
を
自
覚
し
て
も
ら

う
た
め
の
日
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ら
の
人
を
祝
い
は
げ

ま
す
成
人
式
を

一
月
十
五
日
午
前
九
時

か
ら
正
午
ま
で
大
町
小
学
校
講
堂
で
行

い
ま
す
。

成
人
式
に
は
、
市
長
、
教
育
委
員
長

な
ど
の
お
祝
い

の
こ
と
ば
の
あ
と
、
優

良
青
年
団
支
部
の
表
彰
お
よ
び
優
良
青

年
学
級
生
の
表
彰
、
祝
賀
レ
ク
リ
エ
1

大
町
小
学
校
で

成

人

式

シ
ヨ
ン
を
行
い
ま
す
。

な
お
成
人
者
に
は
、
記
念
品
と
し
て

市
章
入
文
類
、
を
贈
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

該
当
者
は
、
昭
和
同
年

1
月
刊
日
か

ら
昭
和
同
年

1
月
日
日
ま
で
生
ま
れ
た

も
の
で
、
市
内
に
は
お
よ
そ
七
三

O
名

(
男
三
六
て
女
三
六
九
)
の
成
人
式

を
迎
え
る
方
が
い
ま
す
。

該
当
者
に
は
案
内
状
を
出
し
ま
す
が

も
し
案
内
も
れ
が
あ
っ
た
ら
、
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
ね
が
い

ま
す
。

国
民
年
金
資
格
取
得
届

|

受

付

は

こ
と
し
の

4
月

1
日
か
ら
実
施
さ
れ

る
拠
出
制
国
民
年
金
の
資
格
取
得
届
の

受
付
は
、
昨
年
叩
月
か
ら
市
社
会
福
祉

事
務
所
が
行
っ
て
レ
ま
す
が
、
す
で
に

m

%
余
り
の
方
が
資
格
取
得
屈
を
お
わ

り
ま
し
た
。
ま
だ
出
し
て
お
ら
れ
な
い

方
は
、
至
急
周
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
は
、
大
体

1
月
中
に
お
わ

り、

そ
の
後
、
保
険
料
免
除
申
請
の
受

付
、
台
帳
作
成
等
を
完
了
し
、

3
月
末

ま
で
に
年
金
手
帳
を
お
渡
し
し
ま
す
。

国
民
年
金
は
あ
く
ま
で
私
た
ち
国
民

の
た
め
の
制
度
で
、

一
人
残
ら
ず
年
金

受
給
で
き
る
よ
う
他
年
金
を
も
通
算
す

る
こ
と
や
、
ま
た
途
中
死
亡
し
た
場
合

は
、
死
亡
一
時
金
を
出
し
掛
捨
て
も
な

く
な
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
加
入
一
年
後
か
ら
発
生
し

月

で

お

る

わ

た
二
級
障
害
該
当
者
、
母
子
〈
同
才
末

満
の
子
を
か
か
え
た
母
子
家
庭
)
と
な

っ
た
方
で
も
三
年
後
か
ら
年
金
が
も
ら

え
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
一
時
的
な
流
行
の
制
度

で
な
く
、
お
克
レ
に
た
す
け
合
っ
て
働

け
な
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を
も
ら
う

制
度
で
す
の
で
、
み
ん
な
が
協
力
し
て

充
実
し
た
も
の
に
育
て
ま
し
ょ
う。

冬
休
み
中
の
児
童
生
徒
の
生
活

児
童
生
徒
補
導
会
で
は
パ
冬
休
み
中

の
児
童
生
徒
の
生
活
に
つ
い
て
次
の
よ

う
な
こ
と
を
の
ぞ
ん
で
い
ま
す
。

。
冬
休
み
中
の
生
活

・
午
前
叩
時
ま
で
学
習
す
る
。

・
児
童
生
徒
の
手
で
国
旗
を
か
か
げ

る。

を
ひ
ら
き
、
指
導
員
が
初
心
者
に
指
導

す
る
己
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

(
写
真
大
谷
山

ス
キ
1
場
)

-
年
末
年
始
は
規
律
正
し
い
生
活
を

す
る。

・
小
づ
か
い
銭
は
貯
金
す
る
0

0
校
外
指
導
と
し
て

・
火
災
の
予
防
に
協
力
す
る
。

-
ク
ラ
ス
会
、
同
級
会
は
父
兄
の
同

意
を
う
け
る
。

・
外
出
は
行
先
と
帰
宅
時
聞
を
つ
げ

る
。
無
断
で
外
泊
す
る
こ
と
は
禁

止
す
る
。

・
生
命
の
安
全
の
た
め
正
し
い
交
通

が
で
き
る
よ
う
注
意
す
る
。

・
刃
物
を
持
た
な
い
よ
う
に
す
る

0

.
外
出
は
制
服
制
帽
で
す
る
。

・
学
校
で
推
せ
ん
し
た
映
画
、
許
可

し
た
映
画
以
外
は
見
な
い
。

・
用
事
の
な
い

の
に
庖
舗
を
う
ろ
つ

か
な
い
。

自衛官募集

付 1月10日まで

格 18才-25才

|敬 3月1-'コ句

遇初任給 6.800円
営 (般〉内居住のほか

衣食支給

募集人員陸士

海士

空士

市
体
協
ス
キ

1
部
、
魚

/
¥

津
ス
キ

1
ク
ラ
ブ
で
は
、

・
コ

ス
キ

1

シ
ー
ズ
ン

-w一
迎
え

い刊

で
て
大
谷
山
ス
キ
1
場
で
次

Z
易
の
よ
う
な
行
事
を
計
画
し

J
b
u
¥

て
い
ま
す
。

-、
人
，

と
く
に
大
谷
山
ス
キ

ー

吋

キ

君

、

小
屋
の
拡
張
や
ゲ

xc
一
ス
レ
ン
デ
の
盤
備
に
あ
わ
せ

-

山
ナ
イ
タ
ー
設
備
が
で
き
あ

b
f

F

が
り
、
夜
で
も
(
十
時
ま

し

J
J

で
)
ス
キ
ー
が
楽
し
む

こ

長

野

産

業

文

化

博

覧
会

シ

メ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

|

前

売

券

を

発

売

l

眠
円

ま

し

た

。

長

野

市
で
は

7
年
ご
と
の
善
光
寺
御

日

・

1
月

8
日

開

帳
と
あ
わ
せ
て
長
野
産
業
文
化
博
覧

新
ら
し
く
成
人
な
さ
い
ま
し
た
皆
様
精
神
的
、
人
格
的
な
向
上
を
め
ざ
し
て
、
一

大

谷

ス

キ

l
場

び

ら

き

会

を

4
月

1
日
か
ら

5
月
引
日
ま
で
長

一
・
1
月

日

日

県

ス

キ
l
連
盟
検
定
講

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

人

間
と
し
て
の
ひ
た
む
き
な
完
成
の
た

一

野

市

城

山

公

園

一

帯

で

行

い

ま

す

。

親
鳥
の
巣
を
離
れ
て
、
大

空

に

む

か

め

に

努

力

し

ま

し

ょ

う

。

一

9

習
会

こ
の
博
覧
会
の
前
売
券
売
り
さ
ば
き

っ
て
飛
び
た
と
う
と
す
る
子
鳥
の
あ
の

自
覚
と
責
任
を
わ
き
ま
え
て
み
ず
二

・
1
月

2
日

市

民

ス

キ

l
大
会

e

爽
や
か
な
気
持
を
充
分
味
わ
っ
て
く
だ
ら
を
鍛
え
、
自
分
を
大
切
に
す
る
と

M
一
・
2
月

5
日

3
市

2
郡

中

学

校

ス

キ

の

依

頼

を

受

け

ま

し

た

の

で

せ

い

ぜ

い

さ
い
。

青
年
の
人
類
社
会
に
対
じ
て
も
も
に
、
す
べ
て
の
人
を
尊
重
す
る
気
持
一

l
選

手

権

大

会

ご

利

用

願

い

ま

す

口

前

売
券
は
大
人
一

つ
も
っ
と
も
重
要
な
意
義
は
、
歴
吏
を
を
忘
れ
な
い
で
、
や
が
て
結
婚
な
さ
っ

7
2月
刊
は
日
大
杉
山
ス
キ
l

ツ

ア

ニ

O
円
で
希
望
者
は
商
工
水
産
課

(
水

-

創
造
す
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

て

も
お
互
い
に
人
格
を
尊
重
し
あ
え
る
一
な
お
毎
週
日
曜
日
に
は
ス
キ
1
学

校

族

舘

内

)

へ

申

込

ん

で

く

こ

さ

、

。

一
|

国

保

だ

よ

り

|

大
き
く
動
き
つ
つ
あ
る
内
外
の
歴
家
庭
を
つ
く
っ
て
、
二
三
き
こ
い
と
思
一

7

し

一

史
の
中
に
、
い
ま
成
人
の
日
を
迎
え
ら
い
ま
す
o

そ
し
て
円
引
州
の
紛
で
社
会
丁
目

EBEBEE--
お

知

ら

せ

i
・

i
E
E
l
i
l
i
a
-
-
E
i
B
I
B
L
・0
納
税
協
力
会
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住
民
検
診
の

結
果
に
つ
い
て

昨
年

6
月
か
ら
市
内
臼
ケ
所
で
行

っ

た
住
民
検
診
は
、
お
よ
そ
訂
%
の
方
が

検
診
を
受
け
、
県
下
で
最
高
の
受
検
率

を
示
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ

の
住
民
検
診
の
結
果

通
知
で
す
が、

精
密
検
査
を
要
す
る
方

だ
け
魚
津
保
健
所
で
再
検
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
通
知
し
ま
し
た
の
で
、
通
知

の
な
か

っ
た
方
は
「
健
康
」
と
診
断
さ
れ

た
も
の
で
す
か
ら
ご
了
承
願
い
ま
す
。

こ
と
し
の

5
月
頃
か
ら
再
び
一
般
住

民
検
診
を
行
う
予
定
で
す
が
、
健
康
を

ま
も
り
、
幸
福
な
生
活
を
お
く
る
た
め

に
年
に
一
回
は
必
ず
健
康
診
断
を
受
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

4期介市民税

1
月
引
日


